
岐阜県立恵那高等学校創立記念講演会

～新しい１００年を踏み出そう！～

昨年度、創立１００周年記念式典を実施した本校は、今年度より新たに、

文部科学省から５年間のスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の

指定を受けました。それを踏まえ今年度の創立記念講演会には地域の気象

について科学的な知見を深めて来られた方をお招きすることにしました。

１ 日 時 令和６年５月２４日（金） １３：４５～１５：２５

２ 場 所 恵那高校 体育館

３ 講 師 古 山 享 嗣 （ふるやま きょうじ） さん

（気象予報士、防災士、日本気象学会会員）

４ 演 題 「科学の進め方 観察➡疑問➡仮説➡検証➡理論」

５ 講師紹介 古山さんは本校の同窓生で、長年にわたって恵那地方や、

岐阜と長野の両県にまたがる木曽南部地域の気候を調査し、

昨年度、日本気象学会の「小倉奨励賞」を仲間とともに受

賞されました。

今回の講演では長年この地域の気候や地形を科学的に調

査研究されてきた古山さんに、研究の意義や楽しさをお話

しいただきます。

※ 今回の創立記念講演会は、「ホーム・カミング・デイ」と
しますので、同窓生の方や在校生の保護者の方をお誘い合わせの上、

多数ご参加ください。

みなさんで地域の気象について楽しく学びましょう！

桂川ルミ子�
「恵那の霧と大地の歴史 －その疑問に取り組んで－」�


